



立命館大学准教授高村学人氏は 2007 年 4 月 25 日、論文「アソシアシオンへの自由」
を早稲田大学大学院法学研究科に提出して、博士（法学）の学位を請求した。下記
の５名の者はこの論文を審査してきたが、2008 年 2 月 18 日、その審査を終了した
ので、ここにその結果を報告する。  
 




1901 年のアソシアシオン法の成立期に至る時代を対象として考察を行っている。  
本論文の構成は次のとおりである。  
序 論  
第 1 部 反結社という近代：「公共」概念の転換  
第２部 中間団体政策の変遷  
第1章 中間団体と公共の秩序  
第2章 「社会の解体」から「社会の再建」へ  
第3章 友愛の共和制  
第4章 個別法による中間団体の制御と法への抵抗  
第 3 部 アソシアシオン法の形成  
第1章 急進派の共和政と中間団体の再定位  
第2章 法人学説の意図と理論的射程  
第3章 増大するアソシアシオンと規制様式の変容  
第4章 アソシアシオン法の成立  
第 4 部 補章 アソシアシオン法の受容  


















































































































 第 3 章「増大するアソシアシオンと規制様式の変容」は先ず、サン・テチエンヌ










































































































































































































主査 早稲田大学教授 笹倉秀夫  
早稲田大学教授 今関源成  
早稲田大学教授 戒能通厚  
早稲田大学教授 楜澤能生  
早稲田大学教授 中村紘一  
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